
　

　が広く、総合的な観点が要求されていくことになります。

　同時期に比べ10％（＋９件）増加しています。保健衛生業に

　含まれる社会福祉施設が前年同時期の１件から13件に大幅に

　　　　　　　　　　　　どうぞ、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　函館工業高等専門学校環境都市工学科　　　　　　

　　　　　　　　　　　を卒業し入社しました。趣味はスポー　

　　　　　　　　　　　ツ観戦。特に、サッカー観戦とのこと。

　　　　　　　　　　　　「高専を卒業しても勉強の日々です。

　　　　　　　　　　　土木の仕事を通して地域を築き社会に

　　　　　　　　　　　に貢献したい」と伊達君。

　　　　　　　　　　　　伊達巧誠（だて こうせい）君を紹

　　　　　　　　　　　介します。伊達君は、平成29年３月に

　の予防に繋がる可能性が期待できます。

　意識的に緑茶を飲むようにすることで風邪やインフルエンザ

　　また、３月上旬には、社会福祉施設の労働者の運転による　　　

　交通事故で同乗者が死亡し、本年初めての死亡災害が発生し
　ています。

　　建設業においては記録の残る昭和42年以降、初めて死亡災

　害ゼロを記録しました。

　　一方、平成29年１月～３月期の全産業の労働災害は、昨年

　　　　　　　　　　　　　　　　はたし、外部からも高く
　　　　　　　　　　　　　　　　評価されています。

　復し、暖かい陽が射していま

　増えたたことが要因です。

　した。　　

　　函館労働基準監督署担当地区における平成28年（１月～12

　月）の全産業の死亡災害は１件で、平成19年と22年に記録し

　た過去最少の４件を大きく下回りました。

　とグランド南側の側溝を清掃

　しました。参加者の中には、

　函工OBも多く、母校への思い　

　も込めて、一所懸命に取組み

　ました。気が付けば天気も回

　　　　　　　　　　　　　　　動の一環として、恒例の函館

　　　　　　　　　　　　　　　工業高校グランドの清掃ボラ

　　　　　　　　　　　　　　　ンティア活動を実施しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　小雨振る少し肌寒い日でし

　　　　　　　　　　　　　　　たが、戸沼岩崎建設と興伸工

　　　　　　　　　　　　　　　業の20名が参加し、プール側

　全体のベクトルを一つにまとめ、全社一丸となって、今期も

　乗り切っていきたいと思います。（年度初めの朝礼にて）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　４月12日(金)、社会貢献活

　できました。感謝申し上げます。　 　　今年度は早い段階での受注が進み、皆さんには休みなく、

　ご苦労かけていますが、来年度以降は事業量の減少が危惧さ

　れていますので、受注した工事にしっかり取り組み、良い成

　果を出してほしいと思います。４月末に予定している当社恒

　例の一泊研修会や統合マネジメントシステムを通して、会社
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　を迎えました。皆さんのおかげで、

　平成28年度も無事に過ごすことが

　ます。工事の全体像や手順を考える際、危険と安全につい

　　昨年度の大きなニュースとして、

　渡島・檜山の函館地域の建設業に

　おいて統計を取り始めて以来初め

　て、死亡災害ゼロを達成しました。

　これは、監督署や発注官庁が、平

　成27年度の労働災害の結果に危機感を抱き、パトロールや

　て創造豊かにイメージを持つことが重要であると考えてい

　ます。現場での経験を積まないとなかなか身に付きません

　が、会社全体の経験値を高めていくことで対応できると思

　います。

　　今、国土交通省を中心に、人材不足に対応するため、

　意見交換の機会を増やし、安全意識を高めさせてきた成果

　だと思います。当社におきましても、不休災害が１件あり

　ましたが、休業災害ゼロを達成しました。これは、施工検

　討会における危険の先取りや作業方法の改善、安全意識の

　高揚等、安全教育活動などに取り組んできた成果だと思い

　ICT（Information and Communication Technology）技術

　活用が促進されています。このICT技術はDataから導き出

　して、管理につなげていくものを得意としていますが、新

　しい技術の創造や、工事をイメージしての危険の先取りは

　我々技術者の豊かな想像力が必要となります。AI（人工知

　能）や機械に任せるところと、人間が管理する部分をすみ

　分けして活用することが必要であり、技術者には、より幅

　　さて昨年度の、当社を振り返りますと、完工高に関しま

　しては、東北の工事が繰越になったことや、建築大型物件

　のスライドなどの影響で、未達になっていますが、労働安

　全、経常利益とも目標を達成しています。また、函館建設

　　　　　　　　　　　　　　　　管理部や渡島振興局から

　　　　　　　　　　　　　　　　は現場代人の表彰をいた

　　　　　　　　　　　　　　　　だいたほか、社会貢献な

　　　　　　　　　　　　　　　　どの感謝状も多数いただ

　　　　　　　　　　　　　　　　いきました。技術面にお

　　　　　　　　　　　　　　　　いても、転石固定工の特

　　　　　　　　　　　　　　　　許取得やNETISの登録を

　　３月28日(火)、当社の統合マネジメントシステムが適切に

　運用され、土木・建築・オフィスの各部門において計画した

　活動が実行され、昨年９月の外部審査で指摘された事項にど

　のように取組んだのか等を含め、計画した結果が達成された

　程度を検証するマネジメントレビューが開催されました。

　　４月１日(土)は土木部、４月

　っかりとした睡眠や規則正しい生活スタイル、バランスの取

　17日は建築部で、それそれの会

　議終了後、当社のISO管理責任

　　　　　　　　　　多くは、手を介して体内に侵入すること

　　　　　　　　　　が多いと言われています。ウィルスなど

　者の木村常務からISO9001（品

　質）とISO14001（環境）の2015

　年規格への移行に伴う、当社の

　統合マネジメントシステムの改

　　　　　　　　　　は有効な予防方法です。

　　　　　　　　　　の感染症から身を守るためには「手洗い」

　訂について説明がありました。

　　2015年規格は、プロセスアプローチの促進、リスクに基づ

　　　　　　　　　　　免疫力を維持することも大切です。し

　く考え方の導入、パフォーマンスの改善、組織の状況の理解、

　れた食事など意識して継続することが有効です。また、緑茶

　されています。ある臨床研究では、緑茶に風邪菌の増殖を防

　ぐ作用があることも立証されています。普段の水分補給時に

　ています。

　　　　　　　　　　　風邪やインフルエンザなど、感染症の

　事業プロセスへの統合、変更管理の強化などの点が重視され

　に含まれるカテキンには、ウィルスを撃退する効果があると
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